
私も応援していま
す！

埼玉県議会議員 も  もみ  や う  ち こ

こんの桃子

無所属・新人

安
心
の
未
来
へ

政策対談宮内そうこ

宮
内
そ
う
こ

み
　
や

う
　
ち

戸田育ち・２児の母

2020ののチャレンジ！チャレンジ！
市民感覚と母親目線でまちづくりに取り組みます！
教育・子育て・健康・防災の4本柱を、生活者の目線で
皆様と一緒に考え解決し、安心の未来をつくってまいります。

宮内そうこ
み や う ち

連絡先
070-3181-7754

https://miyauchisoko.com/

info@miyauchisoko.comメール
TEL

〒335-0025
埼玉県戸田市南町3-1-402

ホームページ

サポーター募集中！
□リーフレット配布 □事務作業 □ポスター貼り
無所属・新人の私にとって、励ましの一言、サポート
の手ほど心強いものはありません。1日、1時間だ
けでも大歓迎です。宮内そうこを育てていただけ
る皆様の温かいご支援をお願い申し上げます。

❶世界に羽ばたく戸田っ子の国際教育の推進

❷ICT教育・プログラミング教育の促進

❸基礎知識・思考力・判断力・表現力を養う教育の充実

❹いじめや不登校問題への相談体制の強化

❺親子の不安を解消するスクールカウンセラー等の充実

未来の戸田っ子が世界で活躍できる
よう、国際教育や最先端で質の高い教
育を充実させます。すべての生徒が学
習と生活の両面で安心して過ごせる
環境を整えます。

「
」」教育 のまち、とだ

❶新型コロナウイルス感染症対策の強化

❷行政からのすばやい情報提供と共有体制の強化

❸健康長寿のまちづくり・生きがいづくりの推進

❹高齢者の在宅福祉サービスの整備と社会参加の促進

❺障がい者の自立支援と福祉の充実・バリアフリー化の推進

新型コロナ感染対策を強化します。ま
た、高齢者や障がい者への生活をサ
ポートし、多様性を認め合う、誰もが
自分らしくいきいきと暮らせるまちを
つくります。

「
」」健康 のまち、とだ

❶産前産後のお母さんの心身のサポート体制の構築

❷子育て世帯の不安解消のための支援

❸乳幼児期の保育の質のさらなる向上

❹放課後の子どもの居場所の充実・学童保育室の拡充

❺子どもの貧困対策・ひとり親家庭への手厚いサポート

子育ての孤独感や不安の解消、仕事
と育児の両立、子どもの居場所づくり
などの様々な課題を「まち全体で子育
てを支える」という理念を元に母親目
線で改善します。

「
」」子育て のまち、とだ

❶台風や集中豪雨などの水害に対する備えと対策の強化

❷消防・救急体制の充実や救急救命士の技能の向上

❸防犯パトロールの強化・犯罪が起こりにくい環境づくり

❹安全な道路環境の整備と交通安全対策の強化

❺子ども見守り活動による子どもへの犯罪防止対策の徹底

災害から市民を守り、犯罪や事故を減
らし、誰もが安心して暮らせるまちを
つくります。地域の力を結集し、お互
いに助け合う「自助・共助・公助の仕組
み」をつくります。

「
」」防災 のまち、とだ

政策討議資料



　
　
　
　

女
性
の
社
会
参
加
が
進
み
、
子
育
て
や
教
育
環
境
な
ど
社

会
環
境
が
変
化
す
る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
の
貧
困
や
虐
待

な
ど
の
課
題
が
噴
出
し
ま
し
た
。
政
治
は
様
々
な
課
題
解
決
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
今
、
政
治
に
お
い
て
は„
母
親
の
目
線“
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　　

現
職
の
埼
玉
県
議
会
議
員
の
妊
娠
・
出
産
は
、
私
が
初
め

て
で
、
昨
年
県
議
会
に
も
産
休
・
育
休
制
度
や
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
を
整

備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
事
者
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
で
少

し
ず
つ
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
に
変
わ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
戸
田
市
議
会
で
は
女
性
議
員
は
26
名
中
6
名
と
、
ま
だ
ま
だ
少

な
い
状
況
で
す
。

　
　　
　

私
は
翻
訳
者
と
し
て
海
外
の
事
情
に
も
触
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る

34
歳 （※

1
）の
女
性
が
首
相
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
閣
も
19
人
中

12
人
が
女
性
で
す
。
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
女
性
の
政
治
参
加
率

は
最
下
位
で
す
。
世
界
を
見
れ
ば
、
母
親
の
視
点
で
政
治
に
参
加
し

て
成
果
を
出
し
て
い
る
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
　
　　

宮
内
さ
ん
も
私
も
ま
さ
に
子
育
て
中
の
母
親
で
す
が
、
子

育
て
は
計
画
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　

私
は
第
２
子
の
出
産
時
に
切
迫
早
産
で
入
院
し
、
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
周
り
の
皆
さ
ん
の
助
け
が
と
て
も
あ
り
が

た
く
、
救
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。
特
に
様
々
な
事
情
で
周
囲
の
支
援

が
受
け
に
く
い
ご
家
庭
や
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
ご
家
庭
に
は
、
地
域

の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

そ
う
で
す
ね
。
市
政
に
は
日
常
生
活
の
課
題
を
解
決
す
る

力
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
や
教
育
の
支
援
体
制
を
充
実
し
て
い
く
た

め
に
は
母
親
の
目
線
は
重
要
で
す
。
育
児
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
想
い
を
、
子
育
て
中
の
母
親
と
い
う
当
事
者
が
市
政
に

届
け
、
地
域
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

は
い
。
私
は
、
具
体
的

に
は
子
育
て
中
の
母
親
と
い
う

視
点
を
活
か
し
、
学
校
・
地
域
・

保
護
者
の
連
携
に
よ
る
子
育
て

や
、
教
育
の
支
援
体
制
強
化
に

取
り
組
み
た
い
で
す
。
ま
た
、

翻
訳
者
と
い
う
仕
事
の
経
験
を

活
か
し
、
英
語
教
育
や
先
進
的

な
I
C
T
教
育
を
取
り
入
れ
て
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
広
げ
、
戸
田
を
教
育
日
本
一
の

ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

戸
田
市
は
、
都
心
へ
も
地
方
へ
も
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
人

口
増
加
率
、
平
均
年
齢
、
出
生
率
は
県
内
一
位 （
※
2
）と
、
特
に
若
い

世
代
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
未
来
に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
を
大
き

く
育
て
る
こ
と
は
未
来
へ
の
礎
で
す
。

　
　
　
　

は
い
。
私
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
産
前

産
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
や
、
病
児
保
育
や
学
童
保
育
の
充
実

に
取
り
組
み
た
い
で
す
。
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
を
な
く
せ

る
よ
う
、
見
守
り
強
化
や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
防
犯
対
策
に
も
力

を
入
れ
た
い
で
す
。

　
　
　
　

若
い
世
代
が
先
頭
に
立
っ
て
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

地
域
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、30
年
、
50
年
先
の
日
本
の
未
来

を
つ
く
り
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
な
り
た
い
人
に
な
れ

る
環
境
を
つ
く
り
、
温
か
く
成
長
を
見
守
る
こ
と
で
大
人
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
全
国
的
に
見
る
と
単
身
世
帯
も
増
え
て

お
り
、
戸
田
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
形
態
も
多
様
化

し
て
い
ま
す
よ
ね
。

　
　
　
　

国
連
は
2
0
1
5
年
に「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
」を

原
則
と
す
る
S
D
G
s（
※
3
）を
採
択
し
ま
し
た
。
子
ど
も
は「
自
助
・

共
助
・
公
助
」の
上
に
立
っ
た
地
域
で
こ
そ
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
達
が
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
と
交
流
し

た
り
地
域
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
機
会
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
様
々
な
こ
と
を
学
び
多
様
性
を
認
め
合
う
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
子
ど
も
も
大
人
と
一
緒
に

主
体
性
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

宮
内
さ
ん
の「
ま
ち
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
」
と
い
う
考

え
方
は
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
り
、
犯
罪
や
事
故
を
減
ら
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で

す
。
聡
明
で
優
し
く
、
仕
事
も
家
庭
も
全
力
で
取
り
組
む
宮
内
さ
ん

な
ら
、
必
ず
実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

戸
田
育
ち
、
二
児
の
母
と
し
て
、
安
心
の
未
来
へ
向
け
て
、

市
民
感
覚
と
母
親
目
線
で
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

MOMOKO.Konno SOKO.Miyauchi母親目線でまちづくりに取り組みます！

宮
内
そ
う
こ

こ
ん
の
桃
子

埼
玉
県
議
会
議
員

（
※
1
） 

2
0
1
9
年
12
月
の
就
任
当
時

（
※
2
） 

平
成
27
年
国
勢
調
査

（
※
3
）「Sustainable D

evelopm
ent G

oals

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」の
略
称

政
策
対
談

●昭和56年6月20日生まれ（39歳）
●戸田市立戸田南小学校卒業
●戸田市立戸田中学校卒業
●浦和第一女子高校卒業
●慶應義塾大学 文学部
　英米文学科卒業（在学中に英国留学）
●翻訳者として特許事務所・
　翻訳会社に勤務後、独立
●TOEIC 970点、英検１級
●家族：夫、長男、次男
●好きな食べ物：焼肉、ようかん

宮内 奏子
●昭和58年3月2日生まれ（37歳）
●戸田市立新曽小学校卒業
●私立頌栄女子学院中学校・高校
●慶應義塾大学卒業
●慶應義塾大学大学院法務研究科終了
　（法務博士（専門職））
●元内閣府職員（非常勤）
●元国会議員公設秘書
●戸田市議会議員（２期）
●埼玉県議会議員（1期）
●家族：夫、長女
●好きな食べ物：銀むつ、はんぺん

金野 桃子
身 長
170cm
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